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はじめに 
 

昨今、社会全体のつながりが希薄化し様々な問題が生じて

いるといわれています。その中で自殺は、「個人の問題」とし

て認識されることもありますが、その多くが追い込まれた末

の死であり、その背景には精神保健上の問題だけでなく、生

活困窮、育児や介護疲れ、いじめ、孤立など様々な社会的要

因があるといわれています。 

 新型コロナウイルス感染症の流行により、全国的に大きな 

生活様式の変化が急速に進み、多くの人が強いストレスにさらされました。このような社会

的影響もあり、国を挙げての自殺対策の取り組みによって２万人を切る目前まで減少を続け

ていた自殺者数は、新型コロナウイルス感染症の流行が拡大した令和２年から増加に転じて

います。中でも女性や子ども、若者の増加が顕著であり、とりわけ小中高生の自殺者数が令

和４年に過去最多を記録したことをうけ、国は令和５年６月「こども自殺対策緊急強化プラ

ン」を制定し、重点的な取り組みが開始されているところです。 

 網走市では平成３１年に「網走市自殺対策行動計画」を策定し、市全体で総合的に自殺対

策に取り組んでまいりましたが、令和４年まで減少傾向であった自殺者数は、令和５年に大

きく増加に転じており、今後に向けてより一層の対策強化が求められています。 

こうした情勢を背景に「第２期網走市自殺対策行動計画」を策定し、「生きることの包括

的な支援」として、引き続き「誰も自殺に追い込まれることのない網走」の実現をめざし、

自殺対策に取り組んでまいります。 

 

令和６年３月 

 

 

網走市長 水 谷 洋 一 
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